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２０２３年度 事業報告書 
（２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日） 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ. 方針 

 

当財団の２０２３年度事業は、昨年度に実施し大成功を収めた「こども音楽フェス

ティバル」の成果をもとに、これまでの事業の見直しおよびブラッシュアップを行い

ながら、今後一層当財団の社会的評価を高めるべく努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

II．事業 

 

公益目的事業１．音楽、オペラ、舞踊等の普及向上事業 

 

（１）「Ｃｏｎｃｅｒｔ ｆｏｒ ＫＩＤＳ～０才からのクラシック®～」 

「Ｃｏｎｃｅｒｔ ｆｏｒ ＫＩＤＳ～０才からのオーケストラ」 

「Ｃｏｎｃｅｒｔ ｆｏｒ ＫＩＤＳ～０才からの鼓童～」の開催 

                                

「生まれた赤ちゃんにも生のクラシックを聴かせたい」、｢ぜひ生まれた子供と一

緒に聴けるコンサートに行きたい」というお客さまの声から１９９９年に誕生した、

未就学児とその家族を対象としたクラシック・コンサートです。 

出演者はピアノ、ヴァイオリン、チェロ、フルート、トランペット、トロンボーン、

マリンバ、弦楽カルテット、オペラ歌手や童謡歌手など多岐に渡り、地域やホールに

合わせ、さまざまな内容・構成で開催しています。 

また、太鼓芸能集団鼓童とコラボレーションした「Ｃｏｎｃｅｒｔ ｆｏｒ ＫＩＤ

Ｓ～０才からの鼓童～」を開催しています。 

今年度は仙台でのオーケストラ公演や東京台東区生涯学習センター、秋川キララホ

ール、千葉浦安音楽ホールほかにて開催いたしました。 

 

【日程及び会場】２０２３年～２０２４年 

７月５日（水）  ［東京］  台東区生涯学習センター                            

１１月１９日（日） [東京]  秋川キララホール＜鼓童＞ 

１２月１６日（土） [宮城]  日立システムズホール仙台＜フル・オーケストラ＞ 

１２月２３日（土） [千葉]  浦安音楽ホール コンサートホール 

３月 ２日（土）  [神奈川] フィリアホール    

 

計５公演開催 

 

（２）「日本赤十字社 献血チャリティ・コンサート」の開催 

                                

毎年東京とそれ以外の地域で複数回開催している本コンサート・シリーズは１９９

０年よりスタートし、３０年を超えて継続開催しています。コンサートによって得た

収益金は日本赤十字社へ寄付され、献血のための血液を運搬する献血運搬車の購入・

整備資金へと充てられます。いつでも、どこでも、誰にでも必要なだけの血液が滞り

無く届けられるよう、日々の運搬車の整備には細心の注意が払われていますが、現時

点では充分な数の運搬車が確保出来ているとはいえない状況です。本コンサートでは、

寄付活動を通じて、より献血に対する意識を高めるための広報活動の一端も担ってい

るものです。今年度は東京にて開催いたしました。  



 

 
【日程及び会場】 
第６７回 東京公演 
日本赤十字社 献血チャリティ・コンサート～時代を超えた傑作たち 
２０２４年１月２８日（日） ［東京都］ サントリーホール 
出演: 川瀬賢太郎（指揮） 石井琢磨（ピアノ） 東京都交響楽団 
主催：公益財団法人ソニー音楽財団 

共催：公益財団法人東京都交響楽団 

後援：日本赤十字社、一般社団法人 全日本ピアノ指導者協会（ピティナ） 

 
計１公演開催 
 
（３）Ｔｈａｔ’ｓ クラシック！ 

 

未就学児以外の全ての世代において、クラシック音楽初心者でも楽しめる、解説及

び演出つきのコンサートを、中期事業計画に基づき２０１９年度より開始いたしまし

た。来場者がよりクラシック音楽を身近に感じ、理解を深めることができるよう、レ

クチャー的要素を取り入れ、演奏時には、特殊な照明効果や観客の演奏への参加など、

これまでのクラシックの常識を打ち破る刺激的な視覚的演出を実施しております。今

年度は謎解きクリエイターである松丸亮吾氏プロデュースによる謎解きとクラシッ

ク音楽がコラボレーションしたオーケストラコンサートを開催いたしました。 

 

【日程及び会場】 
松丸亮吾 Presents That’s クラシック！ 
リアル謎解きオーケストラ～X からの挑戦状～ 
２０２４年３月２３日（土） ［東京都］ 東京オペラシティコンサートホール 
出演: プレゼンター：松丸亮吾（謎解きクリエイター）／指揮：藤岡幸夫／管弦楽：

東京フィルハーモニー交響楽団 配信解説：naco 
主催：公益財団法人ソニー音楽財団 

後援：新宿区 、 一般社団法人 全日本ピアノ指導者協会（ピティナ） 
 
計１公演開催 
 

 

（４）“ＧＲＥＡＴ ＡＲＴＩＳＴ ＳＥＲＩＥＳ”の開催       
 
当シリーズは世界的に実力第一級のアーティストによる、商業ベースに左右される

ことのない、芸術的価値の高い公演を提供するシリーズです。今年度実施の国際オー



 

ボエコンクール開催に伴う関連コンサートとして、コンクール入賞者及び審査委員に

よるジョイントコンサートを開催いたしました。 

 

ヤマハミュージックジャパン presents 

入賞者＆審査委員コンサート第１３回 国際オーボエコンクール・東京 入賞者＆審

査委員コンサート 

【日程及び会場】 

２０２３年１０月９日（月・祝） 

[東京都] 武蔵野市民文化会館 大ホール 

出演：ハンスイェルク・シェレンベルガー（指揮・オーボエ）、ゴードン・ハント、

ドワイト・ペリー、ラモン・オルテガ・ケロ、辻功、古部賢一（オーボエ）、

吉田將（ファゴット）、コンクール入賞者、東京フィルハーモニー交響楽団 他 

主催：公益財団法人ソニー音楽財団 

後援：外務省、武蔵野市、日本オーボエ協会 

協力：公益財団法人武蔵野文化生涯学習事業団、公益財団法人東京フィルハーモニー

交響楽団 

協賛：株式会社ヤマハミュージックジャパン 

 
計１公演開催 
 

 

（５）Ｄｒｅａｍ Ｓｅａｔｓ ／ 子ども音楽新聞                   

   

Ｄｒｅａｍ Ｓｅａｔｓは、東京フィルハーモニー交響楽団、東京交響楽団等の定

期公演などを、小学生から高校生までの青少年とその保護者へ安価に販売しています。

子ども向けに作られた公演ではなく、大人と一緒に通常の演奏会を楽しんでもらうた

めに提供している企画です。 

また演奏会に出かける日までのモチベーションを高め、興味を持続させる「子ども

音楽新聞」を発行し、音楽や演奏家、作曲家についての豆知識を案内しています。今

年度は発刊いたしませんでした。 

 

 

公益目的事業２．国際的コンクール等の開催事業、芸術家の顕彰事業及び芸術家の研

鑽に対する助成事業 

 

（１） 国際オーボエコンクール・東京 

 

１９８５年から３年毎に開催してきた「国際オーボエコンクール」は、２０１８年



 

の前回からコロナの影響により延期し、今回５年ぶりの開催となりました。 

第1次予選をオンライン審査に変更し、８月から１０月にかけて開催いたしました。 

 

第１３回 国際オーボエコンクール・東京 

【日程及び会場】 

第１次予選 ２０２３年８月（オンライン審査） 

第２次予選 ２０２３年１０月３日（火）・５日（木）・６日（金） 

本選及び表彰式 ２０２３年１０月８日（日） 武蔵野市民文化会館 

入賞者＆審査委員コンサート ２０２３年１０月９日（月・祝） 武蔵野市民文化会

館 

 

主催：公益財団法人ソニー音楽財団 

後援：外務省、文化庁、武蔵野市、日本オーボエ協会 

協賛：ソニーグループ株式会社、ヤマハ株式会社、東京メトロポリタンテレビジョン

株式会社 

協力：公益財団法人武蔵野文化生涯学習事業団、日本ダブルリード株式会社、公益財

団法人東京フィルハーモニー交響楽団、株式会社 ビュッフェ・クランポン・ジャパ

ン、管楽器専門店ダク、株式会社ドルチェ楽器、野中貿易株式会社、株式会社ヤマハ

ミュージックジャパン 

 

 

（２）齋藤秀雄メモリアル基金賞              
 
 ２００２年度に創設された「齋藤秀雄メモリアル基金賞」はチェリスト・指揮者・

教育者として高名な故・齋藤秀雄（１９０２－１９７４）氏に因むものです。 
 ２０００年３月１７日に齋藤秀雄氏未亡人・齋藤秀子氏が９０歳で逝去され、氏の

遺言公正証書第参条に「財団法人ソニー音楽芸術振興会（現･公益財団法人ソニー音

楽財団）は、遺贈された財産で振興会の中に『齋藤秀雄メモリアル基金』を設け、こ

の基金により若手チェリスト、指揮者の発掘、育成を目的とした顕彰制度を実施して

下さい。」と記載がありました。 
 これは、その十数年前、同家の資産運用の相談を受けた当財団初代理事長・故大賀

典雄が同家の資産を買取った経緯があり、そのことに因ると思われます。齋藤秀子氏

の遺言執行者である中央三井信託銀行から当財団に、３０６，４８３，９６８円の遺

贈金が寄せられました。 
 当財団理事会、評議員会で審議の上、齋藤秀子氏の生前の希望により、大賀が小澤

征爾氏（指揮者）、堤剛氏（チェリスト）とも協議した結果、この遺贈金は「齋藤秀

雄メモリアル基金」として運用することになりました。この基金の利息収入により２

００２年度から毎年度「齋藤秀雄メモリアル基金賞」を授与することが決定しました。 



 

２０２１年度より小澤征爾氏が名誉顧問に就任するとともに、以後選考委員長に当

財団理事長が就任することとし、受賞者を選定の上、理事会において決定することと

いたしました。 
当賞の内容は以下の通りです。 
 今年度はチェロ部門を上村文乃が受賞、指揮部門は杉山洋一が受賞しました。 
 
                   
１．名称 
 「齋藤秀雄メモリアル基金賞」 

 
２．選考対象 

音楽芸術文化の発展に貢献し､将来一層の活躍が期待される､若手チェリスト､ 
指揮者。 
チェリストと指揮者を各々１年度に１人顕彰することを原則とする。 
但し、適切な該当者がいない場合は顕彰しない。 

 
３．選考方法 

音楽関係者からの意見等を参考に、選考委員会で、選考委員が候補者を選出し、

全員で選考の上、受賞者を選定し、理事会において決定する。 
選考委員会は、顕彰年度の上半期に開催することを原則とする。 

４．選考委員の選定 
（選考委員長） 
選考委員長は当財団理事長が担うものとする。 
 
（永久選考委員） 
永久選考委員は下記の通りとする。 
 
永久選考委員： 堤 剛 氏（チェリスト） 
 
（任期制選考委員） 
上記永久選考委員以外に任期制の選考委員を３名置く。任期制選考委員は理事会

に於いて選任し、任期は３年とする。任期制選考委員に欠員が生じた場合には、理

事会に於いて後任を定める。任期制選考委員への謝礼は年５万円（手取り）とす

る。 
 
選考委員へは選考委員会出席時に別途１万円（手取り）を「お車代」として支給す

る。 
 



 

５．名誉顧問の選定 
名誉顧問は下記の通りとする。 
 
名誉顧問：小澤征爾 氏（指揮者） 

 
６．賞 

・楯 
・賞金  当該年度毎に１人５００万円 （総額１，０００万円） 

 
７．受賞者発表時期、方法 

顕彰時期を考慮して、当該年度毎に適切な発表時期を定める。受賞者はマスコミ

に公表し、当財団ホームページでも公表する。 
 

８．顕彰時期 
当該年度毎に適切な時期を定める。 

 
９．主  催：公益財団法人ソニー音楽財団 

特別協力：公益財団法人サイトウ・キネン財団 
セイジ・オザワ 松本フェスティバル実行委員会 
 
 

（３）「国際オーボエコンクール」入賞者及び奨励賞受賞者に対する支援 
 

１９８５年より３年毎に開催される「国際オーボエコンクール」はこれまで国内外

の多くの若手オーボエ奏者にコンクールという形で場を提供してきました。日本人最

高位に贈られる「奨励賞」受賞者や本選出場を果たした演奏家に、演奏の場の機会を

与えることを目的とした事業です。 
今年度は、２０１８年第１２回コンクールで奨励賞を受賞した高橋鐘汰出演による

コンサートを、国際オーボエコンクールと同時期に武蔵野市民文化会館で開催する

「武蔵野国際オルガンコンクール」とのジョイントコンサートという形で開催いたし

ました。 
 

オーボエ×オルガン 

国際音楽コンクール 2023開催記念コンサート～コンクール受賞者による～ 

【日程及び会場】 

２０２３年８月６日（日） ［東京都］ 武蔵野市民文化会館 小ホール 

出演：高橋鐘汰（オーボエ）※第１２回奨励賞受賞者  

千田 寧子（チダ ヤスコ）※第８回武蔵野市国際オルガンコンクール第４位、



 

聴衆賞、大野瑞穂（ピアノ）他 

主催：公益財団法人ソニー音楽財団、公益財団法人武蔵野文化生涯学習事業団 

 

計１公演開催 

 
 

（４）「齋藤秀雄メモリアル基金賞」受賞者に対する支援  
 
２００２年より創設された「齋藤秀雄メモリアル基金賞」では毎年、１名ずつの若

手チェリストと指揮者を顕彰しています。この賞の更なる意義を深めるために、この

賞を受賞された演奏家達に、演奏の場の機会を与えることを目的とした事業です。 
今年度は過去受賞者４名によるチェロ・アンサンブル公演を開催しました。 

 

東京・春・音楽祭２０２４ 伊藤悠貴、上野通明、佐藤晴真、横坂 源 

齋藤秀雄メモリアル基金賞受賞者によるチェロ・アンサンブル 

【日程及び会場】 

２０２４年３月２７日（水） ［東京都］東京文化会館小ホール 

出演：伊藤 悠貴、上野 通明、佐藤 晴真、横坂 源（チェロ） 

主催：東京・春・音楽祭実行委員会 、公益財団法人ソニー音楽財団 

 

計１公演開催 

 

 

公益目的事業３．子供への音楽を通した教育活動に対する助成事業 

 

（１） ソニー音楽財団 子ども音楽基金 

 

日本でも７人に１人の子どもが貧困（厚生労働省「２０１６年国民生活基礎調査」）

であることが問題視される中、経済的理由をはじめとした、さまざまな背景により音

楽活動がままならない子どもたちへ、２０１９年にその活動を支援する「ソニー音楽

財団 子ども音楽基金」を中期事業計画に基づき設立いたしました。 

原則として１８歳未満の子どもに音楽を通した教育を行う団体の活動を対象に、外

部識者による選考委員会による選考を行い、理事会にて決定いたします。 

今年度は２０２４年度分を対象に公募を行い、計１４の団体の活動を採択し、総額

１０，０８５，０００円の支給を決定いたしました。    
 

（以上） 


